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1. はじめに 
価値観が多様化した現代において，オリンピックと

FIFA ワールドカップは，大多数の国民が共通の話題とし

て盛り上がることのできる数少ないイベントの双璧だ。 

筆者は，オリンピック(五輪)については，北京(2008)以

降，ロンドン(2012)，リオ (2016)の夏季3大会，そして

バンクーバー (2010)，ソチ (2012)，平昌 (2014)の冬季

3大会において，それぞれ開幕直前の事前調査と，閉幕直

後の事後調査を実施してきた。また，サッカーW杯に関し

ても，同様の調査をブラジル大会(2014)で実施した。本年

のロシア大会(2018)においても事前調査は実施済である。 

本調査の特長は，高度な専門知識を必要とせず，一般の

人々でもその結果を広く享受できるところにある。無論，

高度な数式や社会的相互作用の理論を援用して学術レベ

ルに昇華できる可能性も有するが，本発表では一般的な

学生を教育対象に，学生が統計の面白さや，世相とリンク

した社会調査の醍醐味を知ることのできる価値を中心に，

両調査のコンピュータ利用教育上の意義について述べた

い。 
 

2. 調査の概要 
調査は両大会の開幕直前と閉幕直後に行っている。即

時性の観点からインターネット調査を利用するが，世論

調査に準拠し，総務省統計局が発表した最新の人口統計

比に基づくサンプリングを行い実施している。 

調査対象は，日本国内に住む 20 歳から 69 歳である。

事前調査では10,000人を性別・世代・都道府県の470割

付区分から層化抽出して実施し，追跡調査に位置づけら

れる事後調査では，事前調査の10,000サンプルの中から

1,000人を性別・世代・地方の 80割付区分によって層化

抽出して実施している。 

調査内容は主に分析対象である日本代表選手に関する

質問である。本研究の独自性として，日本代表の全選手を

対象に調査を実施している点が挙げられる(ただし開幕

後の追加招集や出場辞退等の例外あり)。 

調査フレームは「4Aモデル」(Funk & James 2006)を参

考に，事前調査ではAwareness(認知)とAttention(注目)

を測る質問を実施し，事後調査では Audience(視聴)と

Admiration(称賛)を測る質問を実施している。また，消費

者の選好と未来予測は独立するという先行研究(水野

2010)を参考に，Awareness(認知)から分岐して，

Attention(注目)とは別に，Award(競技予想)についても

尋ねている。 
 

3. オリンピック調査 
最初にオリンピック調査の意義について述べる。教育

対象となる学生を，学部初年次，学部高学年，大学院生に

分け，それぞれに該当する内容を節ごとに記述する。 

3.1 ランキングと事前・事後比較 
学部初年次の学生を対象にした教育事例としては，「単

純集計」が挙げられる。調査対象全体を 100%として該当

率を算出し，表 1 のようにランキング形式で表示するの

が最も一般的な方法だ。単純集計をやや発展させたもの

としては「基本属性クロス集計」がある。この場合の基本

属性とは，性別・世代・地域を指し，統計的な前提知識を

必要とする有意検定等ではなく，性別・世代別・都道府県

別のランキングとその考察を意味している。 

そして，時系列変化の捕捉を期待して行うのが，事前・

事後比較である。分析対象となる日本代表選手の事前・事

後調査でマージし，双方の差分を取ることによって，こち

らもランキング形式で表示できる。手法自体は極めてシ

ンプルだが，表 2 のように整理することによって，世論

は刻々と変化すること，またそれを定量的に捉えること

の意義を学習することができる。 

 

表1.リオ五輪(2016)日本代表の事前認知率トップ10 

 
 

表2.平昌五輪(2018)日本代表の認知率向上トップ5 

 
 

 順位 名前（敬称略） ％ 

1 内村航平（体操） 69.4 

2 吉田沙保里（レスリング） 64.5 

3 福原愛（卓球） 58.84 

4 錦織圭（テニス） 58.83 

5 入江陵介（競泳） 57.47 

6 木村沙織（バレーボール） 57.45 

7 伊調馨（レスリング） 56.1 

8 福士加代子（陸上） 56.0 

9 白井健三（体操） 55.7 

10 石川佳純（卓球） 54.7 

11 ケンブリッジ飛鳥（陸上） 53.1 

12 桐生祥秀（陸上） 53.0 

13 萩野公介（競泳） 49.9 

14 太田雄貴（フェンシング） 47.7 

15 瀬戸大也（競泳） 44.4 

16 福島千里（陸上） 40.6 

17 池田勇太（ゴルフ） 38.0 

18 片山晋呉（ゴルフ） 36.2 

19 三宅宏実（ウェイトリフティング） 36.0 

20 伊藤美誠（卓球） 35.8 

 順位 選手名（競技名） ※敬称略 ％ 

1 藤沢 五月（ｶｰﾘﾝｸﾞ） +57.2 

2 高木 菜那（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ） +54.5 

3 吉田 知那美（ｶｰﾘﾝｸﾞ） +43.7 

4 佐藤 綾乃（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ） +43.3 

5 吉田 夕梨花（ｶｰﾘﾝｸﾞ） +40.1 

6 鈴木 夕湖（ｶｰﾘﾝｸﾞ） +37.8 

7 菊池 彩花（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ） +36.6 

8 本橋 麻里（ｶｰﾘﾝｸﾞ） +35.0 

9 原 大智（ﾌﾘｰｽﾀｲﾙｽｷｰ） +32.1 

10 高木 美帆（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ） +32.0 

11 平野 歩夢（ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ） +28.6 

12 小林 陵侑（ｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ） +26.6 

13 小平 奈緒（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ） +25.9 

14 渡部 暁斗（ﾉﾙﾃﾞｨｯｸ複合） +23.9 

15 鬼塚 雅（ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ） +22.4 

16 小林 潤志郎（ｽｷｰｼﾞｬﾝﾌﾟ） +21.4 

17 坂本 花織（ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄ） +20.9 

18 ウイリアムソン師円（ｽﾋﾟｰﾄﾞｽｹｰﾄ） +20.1 

19 岩渕 麗楽（ｽﾉｰﾎﾞｰﾄﾞ） +17.1 

20 田中 刑事（ﾌｨｷﾞｭｱｽｹｰﾄ） +15.7 
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3.2 正規化と相関分析・回帰分析 
学部高学年の学生を対象にした教育事例としては，「正

規化」「相関分析」「回帰分析」の3つが挙げられる。 

上述の通り，本研究では社会的関心の評価フェーズを

Awareness(認知)→Attention(注目)→Audience(視聴)→

Admiration(称賛)の 4 つに区分している。これらを比較

しようとする学生たちが第一に直面する問題は，尺度の

違いである。なぜなら，認知フェーズと視聴フェーズは百

分率なのに対し，「どの程度注目しているか」「どの程度感

動したか」を尋ねている注目フェーズと称賛フェーズで

は，リッカート尺度を用いているからである。したがって，

当該問題を解決する手段として「正規化」を修得しければ

ならない。 

正規化の必要性と方法が理解されたら，いよいよ分析

へと進む。第一の相関分析は，相関係数の算出方法は知ら

なくとも「相関」という言葉自体は身近であることから，

相関係数が高いほど両者が強く関連しているという概念

は容易に理解される。日本代表選手を対象とした場合に

は，負の相関が見られないどころか，表 3 のようにすべ

て極めて高い正の相関係数を示す(Pearson の相関係数は

すべて0.00%で有意)という課題は抱えるが，相対的に「認

知×称賛」「注目×称賛」の値がやや低い原因は，競技結

果は必ずしも期待通りとはいかず，予想外の選手が好成

績を残す場合もあるといった解釈を行うことができる。 

回帰分析についても，義務教育時点でY=aX-b型の方程

式を学んでいることから，目的変数(従属変数)をYとし，

それを説明する変数が説明変数(独立変数)X であるとい

う概念自体は理解されやすい。説明変数が複数ある場合

にはその方程式が長くなり，X1，X2，X3…ごとに係数が変

わることになるが，難しい計算式を抜きにしても，その係

数の大小が目的変数に与える影響度合いだという概念は

理解される。 

表 4は，国民の感動の量を表す変数 Admiration(称賛)

を目的変数とし，競技結果を説明変数として回帰分析を

行った結果である。各目的変数の係数を読み取ることに

よって，基本的には3位以上(メダル獲得)が「称賛」に与

える正の影響は 4 位以下とは別格に大きいといった定量

的な解釈が可能になる。また，例外的な大会については，

その要因を探ると興味深い。例えばソチ大会で 6 位の係

数が大きい背景を探ると，女子フィギュアスケートのシ

ョートプログラムで 15 位と不調だった浅田真央選手が，

フリープログラムの演技で自己最高得点を叩き出し，国

民的な感動を呼んだ事実を突き止めることができる。 

 

3.3 メダル獲得の事前予測 
大学院生を対象にした教育事例としては，「予言する消

費者」(水野 2005)に通底する研究が挙げられる。この研

究は，図 1 の集合論をベースとしており，「相関ルール」

として知られる Association-Rules(Agrawal et al. 

1993)の手法を援用する。 

 相関ルールでは，全体に占めるアイテム支持率を

Support(支持度)と呼び，前提条件に占めるアイテム支持

率を Confidence(確信度)と呼ぶ。図 1の関係性をこれら

の用語を用いて説明するならば，認知率とはすなわち「支

持度」であり，前提条件を認知とした場合に，各選手のメ

ダル予想は「メダル確信度」と言い換えることができる。 

メダル確信度にとって重要なポイントは，支持度の閾

値の設定にある。Aを支持度，Gをメダル支持度とした場

合に，メダル確信度はG/Aによって求めることができる。

図 2 の 3 パターンは，メダル確信度は一緒だが，そもそ

もの支持度が異なるケースを表したイメージ図だ。図2の

左のケースでは，確かに確信度は大きいものの，支持度自

体が低いため，信頼性に乏しい(例えば1万人中3人が認

知し，そのうち 2 人がメダル獲得を予想したような場合

が該当)。逆に右のケースでは，支持度が大きすぎ，誰も

が事前に予想できる自明の結果であって発見に乏しい点

が問題である。予想が的中したと驚きをもって評価され

るのは，図 2の中央にあるような，適度な支持度 (知る

人ぞ知る)の場合のみである。 

 

表3.「認知」「注目」「視聴」「称賛」間の相関係数 

 
 

表4.社会的称賛の競技成績による回帰分析 
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図1. 集合論における 

「選手認知」と「メダル予想」           図2.支持度の違いによる信頼性と発見度の比較概念図 

 

第一の問題点を回避するためには，支持度の下限を適

切に設定しなければならず，第二の問題点を解決するた

めの工夫も欠かせない。後者において参考になるのは妹

尾(2008)らの開発した補正指標「信頼度差」である。 

信頼度差を使用することによって，高い予測精度を示

す結果も導出されている。2016年のリオ五輪に関しては，

選手支持度 5.0%以上が最適値であった(表 5)。このとき

の信頼度差の上位10件は，結果的に9選手がメダリスト，

うち 6 選手は金メダルに輝いている。最適な閾値の設定

については研究途上だが，この手法を一般化できれば，オ

リンピック以外のスポーツ競技，さらにはヒット商品の

予見などにも応用分野が広がることが期待できる。 

 

表5.リオ五輪(2016)の金メダル信頼度差トップ10 

(選手支持度≧5.0%，メダル予想は金メダル限定) 

 
 

4. FIFAワールドカップ調査 
つづいて FIFAワールドカップ(W杯)調査についてであ

る。W杯調査も大会に際しては事前・事後で調査を実施し

ていることから，五輪調査と重なる点も多い。 

両者の差異としては，W杯は，サッカー1競技が分析対

象であることから，応援している J リーグクラブとの関

連性，スタジアム観戦経験，サッカー用語の認知，コアフ

ァン・ライトファン・一般層にユーザを分類した上でのク

ロス集計など，専門特化した分析が行える利点がある。ま

た，大会が開催される「ワールドカップ・イヤー」以外で

も「誰を日本代表に選びたいか」という調査を例年実施し

ており，そのデータも活用することが可能である。 

本章では，五輪調査とは異なる角度から，W杯調査の意

義について述べる。なお，最後の事例は「調査」という括

りからは逸脱するが，コンピュータ利用教育の観点から

示唆に富む事例として取り上げたい。 

4.1 要素別ランキング 
オリンピック日本代表選手の場合，競技が多岐に渡る

ことから，応援する理由を系統立ててチェックボックス

式で質問することは難しい。しかし 1 競技限定の W 杯調

査に関してはそれが可能になる。本年(2018 年)のロシア

W杯の最終メンバー発表前に実施した，全国1万人対象の

調査においても，次の方法で理由を尋ねた。 

あらかじめ用意した208選手の中から，まず「日本代表

に必要な選手」を10人以内で選んでもらう。次に，自身

が選んだ各選手について，必要な理由として当てはまる

ものを「スター性」「将来性」「突破力」「決定力」「正確性」

「守備力」「スタミナ」「メンタル」の8項目の中からすべ

て選んでチェックしてもらった。 

ランキングは，絶対数を基準に作成することもできる

が，一定の支持度以上の選手に絞った上で，各理由の確信

度を求める方法もある。表6に示すように，前者は安定的

だが意外性は薄く，後者はサッカーのコアなファンしか

知らない選手名も含まれるが思わぬ発見が得られやすい。 

この手法も他のスポーツ競技は元より，まったく異な

るジャンルの調査に対しても適用可能である。実際に筆

者は 2018年前学期の担当科目『Webマーケティング』に

おいて「プロ野球選手」「海外観光地」「カップ麺」等につ

いても，同様にアイテム選択→理由選択という質問を実

施し，その結果から特定アイテムのプロモーション戦略

を練るというグループワーク課題を出題している。 

 

表6.日本代表に必要な選手の理由別1位 

 
 

4.2 テキストマイニング 
実は，昨年(2017年)の調査では，2問目を選択肢ではな

く，FA(フリーアンサー)として自由記述してもらう形式

で実施した。フリーの Web アプリ『ユーザーローカル』

(https://textmining.userlocal.jp/)を用いたテキスト

a b b-a

認知率
認知者内
金メダル
予想率

補正値

1 松友美佐紀 6.8 92.6 65.7 金メダル

2 高橋礼華 7.0 89.8 63.7 金メダル

3 海老沼匡 12.8 92.1 56.3 銅メダル

4 登坂絵莉 10.8 88.1 53.2 金メダル

5 奥原希望 9.0 86.9 50.6 銅メダル

6 中村美里 14.8 87.6 48.7 銅メダル

7 ベイカー茉秋 6.0 81.6 48.5 金メダル

8 田知本遥 8.2 90.0 47.5 金メダル

9 山室光史 13.0 80.8 44.7 金メダル

10 松本薫 34.3 91.9 37.3 銅メダル

順位 選手名
実際の
競技結果
の最高位

選手名 % 選手名 %

スター性 香川真司 4.55 三浦知良 83.1

将来性 柴崎岳 1.56 久保建英 75.2

突破力 長友佑都 3.70 乾貴士 64.5

決定力 岡崎慎司 3.80 武藤嘉紀 58.8

正確性 香川真司 2.69 中村憲剛 61.5

守備力 川島永嗣 6.20 昌子源 80.7

スタミナ 長友佑都 5.22 長友佑都 52.8

メンタル 長谷部誠 3.92 長谷部誠 62.1

理由
支持度 確信度
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マイニング結果の抜粋が図 3 になる。テキストマイニン

グはある程度の書き込み件数がないと実行する意味がな

いが(全文に目を通せばよいため)，形態素の違いや，テキ

ストマイニングの基本的アルゴリズムを学ぶ機会として

は非常に有意義な実習となった。 

 

 

 
図3.日本代表に選びたい理由のテキストマイニング結果 

(左上:岡崎慎司選手，右上:長友佑都選手， 

左下:川島永嗣選手，右下：内田篤人選手) 

 

4.3 テレビゲームを用いたシミュレーション 
W 杯の最後の事例として紹介するのは，テレビゲーム

『ウイニングイレブン』(コナミデジタルエンタテインメ

ント)を用い，W 杯で日本代表が勝ち上がるためのシミュ

レーションを行った事例である。これは実際に 2012年 3

月に卒業した，筆者のゼミの学生グループが卒業研究と

して取り組んだものである。 

具体的には，まず日本代表が世界一になる可能性のあ

る戦術として以下の3つを仮定した。 

① 強みであるパス回しと運動量を活かす戦術 

② 弱みであるフィジカルや決定力を補う戦術 

③ 圧倒的なスター選手を軸に据える戦術 

その上で，PlayStation3版の『ワールドサッカー ウイ

ニングイレブン2012』を使用し，各試合は「監督モード」

(選手交代などは指示できるが，選手の動きはコンピュー

タによる自動)とし，実際の W 杯に倣って 32 チームが 4

チームごとの 8 グループに分かれてグループリーグを戦

い，各グループ上位2チームの計16チームが決勝トーナ

メントに進出することを想定して，3 つの戦術ごとに 10

回の出場(グループリーグで 30 試合対戦)を共通させて，

戦果の確率を計算して比較した。 

なお，3つの戦術ごとの設定変更は以下のように行った。

①については想定される日本代表のスタメン選手の「パ

ススピード」「パス精度」「スタミナ」の各パラメータをMAX

に編集，②については「ボディバランス」「シュート力」

「シュートテクニック」を同様にMAXに編集した。③につ

いては，バロンドール(FIFA最優秀選手賞)の常連である，

クリスティアーノ・ロナウド選手(ポルトガル代表)もし

くは，リオネル・メッシ選手(アルゼンチン代表)のどちら

か一人をチームに加えてシミュレーションを行った。 

戦績の分布をまとめたもの表 7 であり，唯一優勝した

時のプロセスをまとめた表が表8になる。 

 

表7.全シミュレーションの戦績 

 
 

表8.ゲーム上で日本代表がW杯優勝を果たした過程 

 
 

この研究は『ウイニングイレブン』の設定を信頼するこ

とが大前提となるが，学生たちが普段は娯楽のツールと

してしか使用していないテレビゲームを，研究用途に活

用した画期的な事例として評価できるのではないか。ま

た，実在する日本人サッカー選手の中から，各ポジション

を高身長で固めたイレブンを編成したり，カウンター攻

撃に重きを置くなど，上記の 3 戦術以外にも様々な戦術

の検証が可能であり，他のビジネスにも通じる「シミュレ

ーション」の意義を修得できる可能性を秘めている。 

 

5. おわりに 
本稿では「オリンピック」と「FIFA ワールドカップ」

を題材にしたコンピュータ教育としての意義を，調査と

その分析を中心に報告した。一点補足しなければならな

いのは，これらの調査結果の多くはプレスリリースされ，

多くのメディアで取り上げられているという点である。 

身近で興味を惹かれる事象での経験を通して，他分野

に通じるスキルを修得できるだけでなく，自身の計画し

た調査や分析結果が社会に反響をもたらすという快感は，

失敗が許されない責任感と表裏一体ではあるものの，二

大スポーツ祭典ならではの比類なき価値である。 
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戦術 設定
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ベ
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ト
8

ベ
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ト
4
3
位

準
優
勝

優
勝

なし 未編集 8 2

① 長所強化 6 2 1 1

② 短所補充 7 2 1

ロナウド加入 10

メッシ加入 8 1 1
③

対戦国 得点 得点者

フランス 0 - 0

コートジボワール 3 - 0 OG，H・マイク，宇佐美貴史

メキシコ 2 - 0 H・マイク，宇佐美貴史

１回戦 イングランド
0 - 0

（0-0） PK5-3

準々決勝 ドイツ
1 - 1

（1-0）

H・マイク

H・マイク

準優勝 ポルトガル 1 - 0 遠藤保仁

決勝 アルゼンチン 1 - 0 宇佐美貴史

※()は延長。略称：OG(オウンゴール)，H・マイク(ハーフナー・マイク)
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